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子どもに「寄り添う」とは

宮城学院女子大学

梅　田　真　理

今年も教員採用試験が近づき、本学でも教員を

志す学生がエントリーを始めている。志望理由や目

指す教師像の欄には、各々が教員を目指した理由

や各自の理想の教師についての考えを書いている。

その中には、毎年、「子どもに寄り添う」教師であ

りたいという文言が多く登場する。この「寄り添う」

とはどのような教師のあり方を示すのだろうか。

「寄り添う」ためには、まずは相手のことをよ

く知る必要がある。寄り添うべき相手はどんなこ

とを欲しているのか（ニーズがあるのか）、また

どのような方法がその人に合うのか、そういった

ことを知らなければ相手が求める寄り添い方はで

きないだろう。もちろん、そばにいてくれるだけ

でよい、あるいは少し離れたところから見守って

ほしい、などニーズは様々であり、だからこそ相

手を「知る」必要がある。

では、私たちは寄り添うべき子どものニーズを

十分に知っているのだろうか。子どもによって

は、うまく話せない、コミュニケーションが苦

手、自分自身の困りを認識しにくい場合もある。

そのような子どもたちの真のニーズを把握するた

めには、やはり丁寧に時間をかけて子どもと付き

合うことや、他の支援者と共に「この捉えでよい

のか」という検討も必要だろう。そうして、常に

独りよがりな捉えになっていないかを確認するこ

とが大切である。

子どものためにという思いが強いと、ともすれ

ば支援の目標が自分の目標にすり替わってしまう

ことがある。「こうしたい」「こう育ってほしい」

というのは、あくまでも自分の思いであって、子

どものニーズとはいえない。このことを理解し、

子どものニーズに沿った支援を検討すべきだろ

う。以前、当事者の方から、「熱心な支援者ほど、

自分の思いを押しつけてくる」という耳の痛い話

を伺ったことがある。このように思っていても、

伝えられずにいる場合も多いだろう。「寄り添う」

ことは相手を尊重することが基本であることを、

忘れずにいたいと強く思う。


